
小平市議会定例会一般質問通告書

質問件名　市民の健康を守るためにPFAS汚染の原因究明と対策の実施を

質問要旨　多摩地域の有機フッ素化合物（PFAS）汚染を明らかにする会が今年9月21日に公表した住民791人
の血中PFAS濃度の調査結果では、4種のPFAS合計の平均血中濃度は22.0ng/mL、そのうち小平市民29人の
平均濃度は22.8ng/mLでした。米国の学術機関である全米アカデミーズは、7種のPFASの合計値が20ng/mLを
超えると健康影響の恐れがあるとし、健康影響として腎臓がんや乳児・胎児の成長・発達への影響に加え、動

脈硬化などの原因となる脂質異常症についても関連性を示す十分なエビデンスがあるとしています。PFASの
農産物への影響も懸念されています。小平市として、市民の不安に応え、健康を守るための施策の実施を求

め、以下質問します。

1. 小平市は40歳から74歳までの国民健康保険加入者を対象とする特定健康診査を行っています。特定
健康診査の最新の受診者数と、そのうち脂質異常（中性脂肪150mg/dL以上又はHDLコレステロール
40mg/dL未満もしくは服薬中）と判定された人の割合を全国および東京都の平均値と比較してお教えく
ださい。また、脂質異常と判定された人の割合について、平成20年度、25年度、30年度の値も全国お
よび東京都の平均値とともにお教えください。

2. 国民健康保険の特定健康診査では血液採取で中性脂肪、空腹時血糖など8項目を検査しています
が、検査項目にPFOS、PFOAなどPFASの血中濃度を加えることはできないでしょうか。その場合に必
要となる追加費用の概算をお教えください。また、自己負担でPFASの血中濃度を検査項目に加えるこ
とは可能でしょうか。

3. 第１期中期実行プランで、特定健康診査実施率の目標値として令和4年度58％、令和5年度60％が掲
げられていますが、その達成状況をお教えください。また、血液検査にPFASを加えることで、実施率は
上がるのではないでしょうか。

4. 東京都が今年10月に公表した「有機フッ素化合物（PFOS・PFOA）に関する東京都の取組」のQ＆A集
で、PFOS・PFOAはゆっくりではありますが体内から排泄されていくと考えられ、新たな摂取がない場合
に人の体内の濃度が半分になるまでの半減期はPFOSで約3.1～7.4年、PFOAで約2.3～8.5年と見積も
られています、とあります。飲料水としての井戸水取水停止の効果を図る上でも、PFASの血中濃度の
測定は有効ではないでしょうか。

5. 国分寺市は、今年2月に市内公園24カ所に設置した井戸の水のPFOS・PFOA合計値を検査し、6か所
で暫定目標値50ng/Lを超えていたことを明らかにしました。調布市は、市内の防災井戸29カ所に加え、
民間の防災協力井戸43箇所についても希望に応じてPFOS、PFOA、PFHｘSの3項目の調査を実施し、
来年2月に公表予定です。また、武蔵野市は、市内１８の小中学校に設置した災害用井戸の水を検査
し、7カ所で国の暫定目標値を上回る濃度のPFASを検出したため、災害用井戸18か所全てに浄水器
を設置する費用約3300万円を補正予算に計上しました。小平市でも震災対策用井戸の所有者の希望
に応じて、PFAS検査を実施し、必要に応じて浄水器の設置を補助してはいかがでしょうか。

6. 血液検査の分析を行った京都大学の原田浩二准教授は、米軍横田基地から東側の地下水の汚染度

が高い地域に、PFAS血中濃度が高い住民が集中していると指摘しました。米軍横田基地では、今年1
月25、26日に、消火用スプリンクラー設備の部品が破損し、ＰＦＯＳ２４０万ng/L、ＰＦＯＡ３２万ng/Lを含
む汚染水が漏れ出し、側溝に流れたと報道されています。横田基地への立ち入り調査申請について

防衛省は、関係自治体から要請があれば米側に働きかけるとの見解を示しています。住民のPFAS血
中濃度が高い小平市は、横田基地への立ち入り調査を求めるべきではないでしょうか。

7. 国分寺市は今年6月定例会で、市民団体による血液検査で血中のPFAS濃度が高い人が多かった立
川市、国立市、府中市、小平市など6～7市で対応を議論する新たな会議体をつくる構想があるとして
いたが、その後、横田基地への立ち入り調査申請など今後の対応について各自治体間で温度差があ

り、会議体の設立を断念したと報じられています。小平市に、会議体設置の呼びかけはあったのか、

あった場合はどのように返答したのか、お聞きします。



8. 今年9月に就任した立川市の酒井大史市長は、横田基地への立ち入り調査の要請について、近隣の
自治体や東京都と連携していきたいと述べています。立川市などから要請があれば連携して横田基地

への立ち入り調査を求めますか。

9. 東京都市長会は、東京都への予算要望で、令和5年度予算に対しては、地下水の汚染を拡散させな
いため、河川源流部への観測井戸の設置を含めた地点数の拡大により、地下水実態調査をより細かく

実施し、地下水脈流調査を含め、より一層の対策を講じること、特に有機フッ素化合物（ＰＦＯＳ、ＰＦＯ

Ａ）について、汚染実態の原因究明及び対策を講じ、調査結果を共有すること、および市が実施して

いる調査対策に対する財政支援を図ることを求め、令和6年度予算へは横田基地内の有機フッ素化合
物が含まれる泡消火剤について、適正な処理を行うよう米軍に申し入れるよう国に働きかけることを要

望しました。令和5年度予算要望の実施状況、および令和6年度予算要望に対する市の見解をお教え
ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　上記のとおり、小平市議会会議規則第57条第2項により通告します。

令和5年11月16日　小平市議会議長殿　　　　　　　　　　　　　小平市議会議員　氏名　水口　かずえ　　　


